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　当
社
は
昭
和
十
年
に
桐
材
で
下
駄
の
製

造
を
始
め
た
の
が
ル
ー
ツ
で
あ
り
、
そ
の

後
、
製
材
工
場
を
設
立
し
事
業
展
開
を
図

り
ま
し
た
。
三
浦
勝
眞
会
長（
前
社
長
）が

現
在
の
工
場
東
北
プ
レ
カ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

を
設
立
し
て
今
年
で
二
十
五
年
目
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
住
宅
用
木
材
の
製
材
、
木

造
住
宅
部
材
の
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
を
行
い
、

三
四
半
世
紀
に
渡
っ
て
木
材
の
加
工
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
パ
ネ
ル
の
加

工
や
金
物
工
法
の
プ
レ
カ
ッ
ト
も
行
っ
て
い

ま
す
。
創
業
以
来
、
我
が
社
が
拘
っ
て
き
た

こ
と
は
、「
お
客
様
第
一
」と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に「
高
品
質

な
製
品
」を
つ
く
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

　従
来
、
在
来
木
造
住
宅
の
骨
組
み
と
な

る
土
台
、
柱
・
梁
等
の
部
分
は
、
大
工
職
人

が
ノ
コ
ギ
リ
や
ノ
ミ
を
使
っ
て
作
業
場
で

加
工
し
て
か
ら
建
設
現
場
で
建
て
る
と
い

う
方
法
で
施
工
し
て
き
ま
し
た
。

　プ
レ
カ
ッ
ト
と
は
、
こ
れ
ら
の
部
材
を

あ
ら
か
じ
め
工
場
で
カ
ッ
ト
し
、
様
々
な
形

状
の
仕
口
を
高
精
度
に
加
工
す
る
技
術
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
現
場
で
実
施
す
る
加

工
は
少
な
く
す
み
、
あ
ら
か
じ
め
工
場
で

加
工
済
み
の
も
の
を
現
場
で
組
み
立
て
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
工
期
の
短
縮
、
建
築
現
場

の
資
材
置
き
場
や
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
縮
小
、

大
工
の
技
量
に
よ
ら
な
い
均
質
な
加
工
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
、
現
在
の

木
造
住
宅
建
築
に
お
い
て
幅
広
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　木
材
加
工
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
物

工
法
や
在
来
パ
ネ
ル
ま
で
幅
広
く
木
材
住

宅
用
の
資
材
を
提
供
で
き
る
会
社
は
、
県

内
で
は
当
社
の
み
で
あ
り
東
北
地
方
で
も

数
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
受
注
生
産
で
あ

る
た
め
、
仕
様
が
す
べ
て
異
な
り
、
図
面
に

書
か
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
は
読
み
切
れ

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
個
別

的
案
件
に
対
し
て
も
社
員
が
責
任
を
持
っ

て
品
質
管
理
を
徹
底
的
に
行
い
、
安
全
性

及
び
居
住
性
に
優
れ
た
製
品
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
住
宅
産
業
は
ク
レ
ー
ム
産
業
と

も
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
お
客
様
か
ら
の
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
声
に

対
し
て
一
件
一
件
、
私
と
担
当
者
が
し
っ
か

り
と
対
策
を
練
り
懇
切
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
で「
株
式
会
社
マ
ル
サ
ン
に
頼
め
ば
安

心
！
」と
の
評
価
を
お
客
様
か
ら
い
た
だ
い

て
お
り
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　「
福
島
県
で
加
工
し
た
も
の
は
い
ら
な

い
」と
取
引
先
か
ら
言
わ
れ
る
な
ど
風
評
被

害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
震
災
後
三
ヵ
月
は

受
注
が
急
激
に
落
ち
込
み
大
変
苦
労
し
ま

し
た
。
仕
入
れ
先
の
宮
城
県
石
巻
市
の
合

板
工
場
が
震
災
で
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
仕
入
れ
が
で
き
な
く
な
り

会
社
の
沿
革
、
事
業
内
容
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
だ
け
は
他
社
に
は
絶
対
に
負
け
な
い
！

と
い
う
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
経
営
方
針
及
び
将
来
ど
ん
な

会
社
に
し
て
い
き
た
い
か
教
え
て
だ
さ
い
。

当
社
も
在
庫
の
谷
間
で
震
災
に
遭
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
在
庫
な
し
、
売
る
も
の
な
し

の
状
態
が
続
き
、
当
社
か
ら
離
れ
て
い
っ
て

し
ま
っ
た
お
客
さ
ま
も
多
数
お
り
ま
し
た
。

　ち
ょ
う
ど
震
災
の
十
日
前
の
3
・
1
に

「
現
場
吹
付
断
熱
材
」の
加
工
を
新
規
事
業

と
し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
会
社
と
し
て

決
定
し
て
お
り
、
震
災
当
日
の
午
後
に
最

初
の
契
約
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
の
一
時
間
後
に
震
災
が
起
き
て
し

ま
い
ま
し
て
・
・（
苦
笑
）前
途
多
難
な
新
規

事
業
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
軌

道
に
乗
り
、
成
長
を
遂
げ
て
い
る
事
業
で

す
。
ま
た
昨
年
か
ら
は
主
に
ア
パ
ー
ト
向

け
に
提
供
し
て
い
る
2
×
4（
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
）工
法
パ
ネ
ル
も
新
規
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
震
災
と
い
う
困

難
な
状
況
に
直
面
し
て
も
新
規
事
業
に
挑

戦
し
続
け
る
勇
気
と
強
い
意
志
が
復
興
に

向
け
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　高
度
経
済
成
長
期
に
は
悪
質
な
木
造
住

宅
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
木
造
住
宅
受

注
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
全
国
的
に

見
て
、
平
成
元
年
か
ら
五
年
頃
に
か
け
て

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
が
増
え
た
と
同
時
に
木

造
住
宅
受
注
が
回
復
し
ま
し
た
。
製
材
事

業
は
木
材
を
単
に
提
供
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
プ
レ
カ
ッ
ト
に
よ
る
工
期
の
短
縮
や
現

場
で
の
ご
み
の
減
量
化
、
耐
震
性
が
求
め

ら
れ
る
な
ど
木
造
住
宅
づ
く
り
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
当
社
で
も
、
工
場
で
の

プ
レ
カ
ッ
ト
と
は
？

木
の
廃
材
の
再
利
用
や
緑
化
活
動
な
ど
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。「
明
日
の
住
宅
産
業
を
創
造
す

る
」
を
当
社
の
経
営
理
念
と
し
て「
未
来
の

家
づ
く
り
モ
デ
ル
」
を
追
求
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　会
社
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
社
員
が

幸
せ
に
感
じ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
金

銭
面
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
仕
事
は
自
己

実
現
の
場
で
あ
り
ま
す
の
で
、「
こ
の
会
社

で
働
け
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
会

社
作
り
を
し
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
地
方

が
衰
退
し
て
い
く
様
子
を
見
る
と
経
営
者

と
し
て
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
が
、
地
域
の
雇
用
確
保
に
貢
献
す
る

こ
と
で
何
と
か
食
い
止
め
た
い
で
す
。
地

元
の
子
供
た
ち
が
成
長
し
た
時
に
「
株
式

会
社
マ
ル
サ
ン
で
働
き
た
い
！
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
気
を
引
き

締
め
て
社
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

木
の
廃
材
の
再
利
用
や
緑
化
活
動
な
ど
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。「
明
日
の
住
宅
産
業
を
創
造
す

る
」
を
当
社
の
経
営
理
念
と
し
て「
未
来
の

家
づ
く
り
モ
デ
ル
」
を
追
求
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　会
社
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
社
員
が

幸
せ
に
感
じ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
金

銭
面
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
仕
事
は
自
己

実
現
の
場
で
あ
り
ま
す
の
で
、「
こ
の
会
社

で
働
け
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
会

社
作
り
を
し
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
地
方

が
衰
退
し
て
い
く
様
子
を
見
る
と
経
営
者

と
し
て
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
が
、
地
域
の
雇
用
確
保
に
貢
献
す
る

こ
と
で
何
と
か
食
い
止
め
た
い
で
す
。
地

元
の
子
供
た
ち
が
成
長
し
た
時
に
「
株
式

会
社
マ
ル
サ
ン
で
働
き
た
い
！
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
気
を
引
き

締
め
て
社
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

3
・
11
の
影
響
は
？

企業概要
企 業 名 株式会社マルサン

代表者名 代表取締役会長　三浦　勝眞（あだたら商工会長）
　　　　　代表取締役社長　前田　英俊

住　　所 【本社】 〒964－0313 二本松市小浜字鳥居町27－3
 【工場】 〒964－0315 二本松市成田字柏崎214

T　E　L 0243－55－2255（本社）
 0243－55－2626（工場）
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3　News Clip

福島美味セレクトフェアin大阪

主催：福島県商工会連合会

日　程　平成26年11月8日（土）～9日（日）
会　場　イオンモールりんくう泉南（セントラルコート）
　　　　　　　 大阪府泉南市りんくう南浜3‒12

●福島県産品物販 （30事業者以上より集めた県産品を販売）
●県産品実演試食会 （福島の県産品の試食、県産品を使用したレシピの実演試食）
●ステージイベント （福島ゆるキャラ登場／キャンペーンクルー来阪／タレント試食ショー）
●アンケート調査 （福島に関するアンケートで粗品進呈）

福島県商工会連合会が県内から７つの選定基準を満たした商品をセレクトし、作っている人たちの物
語とともに“福島美味”として日本全国へアピールしていくという取り組み。「福島の美味しいものブラン
ドプロジェクト」は福島県商工会連合会が自信を持ってお勧めする美味しい商品のマークです。

ファミリー層が集うショッピングモールのイベントスペースを利用し、加工品・銘菓・地酒等の福島県産品のＰＲ・販売や観光ＰＲ
イベント実施し、福島県をよく知らないエリアの方へ（特に震災以降マイナスイメージしか持っていない方も関西では多い）福島県
の良さ（美味しいもの）を知って頂き、風評払拭・販路拡大へ繋げることを目的とする。
また、福島県に対する支援への感謝の気持ちをお伝えすると共に、着地型観光としての送客に向けた旅行需要と話題性の喚起。

食品の安全性の高さの訴求だけではなく、関西圏の消費者に選ばれるために次に訴求するのは

「品質・味・物語（ストーリー）」

福島美味の持つ魅力が、消費者が求めているものと見事に合致することを体験を通じて訴求する

背景 ①

比較的認知度が低い傾向にある関西圏・大阪での
東北「福島県」の認知浸透及び販路拡大を図りたい

風評被害が払拭傾向にあり、福島県産品に関する
安全性の高さが徐々に浸透してきている

背景 ②

プロモーションの目的

福島美味の
強み

豊かな自然をベースとして、水がいい、米がいい、気候がいいという好条件の福
島県のおいしい食品や酒というプロダクツに加え、安全／品質／独自の魅力／
福島ならでは／物語／デザインがプラスされ、生活者に求められている食品群

「福島美味宣言」とは・・・

昨年の広島キャラバンのようす 昨年の東京キャラバンのようす



青年部

応援合戦の様子

大玉村商工会青年部

片平町商工会青年部

船引町商工会青年部

福島県代表主張発表者 吉田勇一さん

青年部と地域との“絆”感謝運動
　東日本大震災をはじめ各地で発生した災害における復興支援活動等でも改めて確認された青年部

及び地域における「絆」について確認・感謝するとともに、今後もさらに強化していくことを目的とし、

商工会青年部員が「青年部員同士の絆」「青年部と地域との絆」

をテーマとした｢“絆”感謝運動｣を昨年度に引き続き実施しま

した。

　本県においては、活動テーマを「クリーンアップに関わる事

業（清掃活動・除染作業等）」とし、県内各所において様々な

活動をしました。

　中でも大玉村商工会青年部では、年間を通じて多くのお客

様が訪れる大玉村ふれあい広場の清掃活動を行いました。片

平町商工会青年部では、毎年8月に開催される「うねめ供養祭」

「かめまつり」の会

場となる「うねめ公

園」の清掃活動を行

いました。船引町

商工会青年部では、

日本五大文殊の1つ

に数えられる「安倍

文殊菩薩堂」周辺の

清掃活動を行った。

優良賞に吉田勇一さん（小野町）
～青年部主張発表東北・北海道ブロック大会の開催～

　平成26年8月29日、秋田県秋田市「秋田ビューホテル」において、第21

回東北六県・北海道商工会青年部員交流研修会並びに主張発表東北・北

海道ブロック大会が開催されました。

　主張発表福島県代表は、吉田勇一さん（小野町商工会青年部）。応援に

駆け付けた多くの県内青年部員も息を飲んで見守る中、吉田さんは優良賞

に輝きました。

　恒例となっている応援合戦では、先崎慎也青年部長を中心に会場が一体

となり小野町の名産や名所を紹介するパフォー

マンスがされ、力強いエールが送られました。

　発表は「青年部活動に参加して」と題し、昨年

の「商工会うまいもんNo.1決定戦」にてグランプ

リを獲得した、おのまち小町アイスバーガーを青

年部事業として製作するに至った経緯を吉田さ

ん自身のそれまでの青年部経験と熱い気持ちを

交えながら発表されていました。
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女性部

5　News Clip

「復幸の花を咲かせよう！感謝と希望を胸に」

二瓶恵美子（滝根町商工会女性部）さん、
最優秀賞受賞し全国大会出場へ！

女性部主張発表東北・北海道ブロック大会in岩手大会

　第14回東北六県・北海道商工会女性部主張発表ブロック
大会が平成26年7月16日～17日、盛岡市「ホテルメトロポリ
タン盛岡NEW　WING」にて開催され、発表者と県女性連役
員等を含め36名が参加しました。
　大会では、本県から滝根町商工会女性部　部長の二瓶恵美
子さんが「女性部活動と地域振興・まちづくり～探そう！地域
の宝～」をテーマに出場し、東北北海道のブロック代表として
10月に開催される全国大会（IN福岡）出場の切符を手にしま
した。
　震災後、風評被害の影響もあり落込んでいた地元観光産業
や商店街を、女性部として少しでも街に活気を取り戻したい。
昔から地元で親しまれている味（カレーコロッケ）を食べてもらい元気を取り戻して欲しいという想いか
ら始まった「女性部キムコロ（カレーコロッケ）事業」。商品を販売するにあたり、風味、大きさ、揚げ方など
試行錯誤しながら取り組んできた様子等を発表しました。審査委員長からも内容、構成、表現力共に優れ
ていたと講評がありました。
　その他の研修においては、落語家　六華亭　遊花氏による「なまって　笑って　コミュニケ―ション」と
題した講演がありました。素朴で暖かみのある東北の方言を使いながら昔から女性は、コミュニケーショ
ン能力に優れていることなどユーモアを交えて講演されました。
　翌17日は、岩手県内の観光PRと女性部員による「震災復興活動事例発表」が行われ研修会が終了しま
した。

主張発表者　二瓶恵美子（滝根町女性部長）

東北北海道ブロック代表として、全国大会への出場が決まりました！ 講師：落語家　六華亭　遊花氏



上／県内産地から届く旬の桃を贅沢に使ったソフトク
リーム「べこピーチ」。桃の収穫に合わせて品種が変わ
ります。この日は甘みが強く濃厚な味わいの「まどか」
という品種が使われていました。べこシリーズは季節
限定でトッピングの果実が変わります。

＊べこシリーズ
会津中央乳業のべこの乳ソフトクリームを使用して
つくる濃厚なソフトクリーム

中／週替わりで3種類のお酒が楽しめる飲み比べセッ
トが500円。お酒に合う県内特産のおつまみが200円。
平日は16：00～19：30（ラストオーダー）
土日祝日15：00～17：30（ラストオーダー）

左下／全国放送（スマステーション テレビ朝日系）で
紹介されて人気となった地鶏（しゃも）のご飯の素。

右下／二年連続日本一の日本酒は特に人気あります。

ふくしまの「おいしい」「すごい」を集め店内には、
およそ2500アイテムの商品が並んでいます。

たくさんの商品が並ぶ中、欲しい
ものはたくさんありましたが、迷い
ぬいた末購入した商品たちです。
●伊達鶏にんにく味噌
●会津山塩
●塩麹ドレッシング

「日本橋ふくしま館MIDETTE」は、日本橋室町に誕
生した福島県の首都圏情報発信拠点です。
愛称の「MIDETTE」には「見てね、来てみてね」と
いった「お誘いの気持ち」を福島県の方言的に表現し
ています。
全国に誇る日本酒や果物、工芸品等の特産品の魅力
をはじめ、季節ごとの観光情報、食の安全・安心を確
保する取組等、復興に
向かう「ふくしまの今」
を発信していきます。
また、市町村や生産者、
各団体等による多様な
PRイベントも開催して
います。

〒103－0022 東京都中央区日本橋室町4－3－16  柳屋太洋ビル1階
TEL 03－6262－3977　ＦＡＸ 03－6262－3978
URL http://www.midette.com
営業時間  平日 11：00～20：00  土日祝日 11：00～18：00　休館日  年末年始

　福島県の商工会会員がつくる美味しい
けどまだあまり知られていない。でも全国
的に大ヒットになる可能性がある商品ば
かりを集めた福島県商工会連合会お勧め
の逸品が揃うコーナー。

イベントで出展していた金山町の㈱会津かねやまの皆さん。

イベントに合わせて、飲食コー
ナーのメニューが変わります。
この日は、金山町の特産品で
つくる赤かぼちゃのグラタン
と夕顔の冷製スープ。

編集後記

初めてMIDE
TTEを訪れま

した。

福島にはこん
なに魅力ある

産品があるの
だ

と改めて実感
しました。

取材当日は
あいにくの雨

でしたが、た
くさん

のお客さんで
にぎわってい

ました。近隣
に飲

食店が多く、
食材に使って

くださるお店
が多

いと聞きまし
た。取材中も

、本日来店二
回目

という飲食店
の方がいまし

た。お米を使
って

いただいてい
るそうです。福

島の美味しい
が

どんどん拡散
されることを

願います。
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コットを購入。（何とも言えな
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冷製スープの材料、夕顔。
その大きさにびっくり！

福島美味コーナー

企業組合おく愛ズの目黒理
事長（写真左から二番目）と
スタッフの皆さん。

金山町特産品の催事コーナー
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■東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」駅A8出口より徒歩3分
■JR「神田」駅東口・南口より徒歩5分
■JR「新日本橋」駅2番出口より徒歩1分
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2014.4.12 日本橋にオープンした「日本橋ふくしま館
MIDETTE」を紹介します。
風評被害早期払拭のため、ふくしま産品の安心・安全を
全国の消費者へ伝え、正しい理解を得ることにより地域
資源を活かした魅力ある産品や観光地、観光資源等を
PRし地域中小小規模事業者の早期再建とふるさと福島
の再生を目的として商工会連合会と福島県が運営してい
ます。ふくしまの「今」と「魅力・元気・活力」を見に是非お
立ち寄りください。

東日本大震災
復興応援プロジェクト版
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経営支援
レポート

元気印

鏡石町商工会

県中・県南

桑折町商工会

県 北

「世界でここだけの味を
　　　　　　追求して」

パン工房　陽だまり

高野　和幸氏
〒969-0404
岩瀬郡鏡石町中町173-6
TEL 0248-94-8361

「笑顔・感謝から始まる
　　コミュニケーション」

POPセンター福島

代表　川村　洋一氏
〒969-1652
福島県伊達郡桑折町成田字引地9
TEL 024-582-6736
FAX 024-582-5815
http://www7.ocn.ne.jp/̃popgenki/

■POPは有効な販促プロモーション
　手描きPOP広告、ビジネス絵手がみ、ラッピング等の
販売促進の講習会やアドバイスで全国の商工会、商店
街、事業所様にお世話になっております。
　今までの状況が変わった震災の後、各方面のお客様
から「元気で続けていますか？」という問い合わせを多
くいただき、皆様のお気遣いに深く感謝するとともに、
私はお客様に知っていただくための販売促進コンサル
タントとPOP広告の仕事。あらためて「お声がけされる
こと」のうれしさを再認識し、講習会でも「伝えること」
の重要性を強調しております。
　現在、業種を問わず問い合わせをいただく講座に、既
存のお客様へのアピールにもつながる「ビジネス絵手
がみDM」。書き替えが手軽に出来る「ブラックボード
POP広告」の講習会があります。活字を多く見かける中
で、温かみを感じる手描きに注目が集まってきているよ
うです。どちらも絵や文字が下手で…と描くことに尻込
みされる方がいらっしゃいますが、特に絵手がみDMで
は「簡単に、伝わる絵手がみを早く完成させること！」を
モットーとしており、りんごの絵の入ったなら30秒で完
成してしまいます。講習
会に参加された方も簡
単に描けるので、これな
ら続けられると持ち
帰ってくださいます。

■笑顔・感謝から始まるコミュニケーション
　私がお客様に絵手がみDMを出し始めて20年となり
ます。こだわりは必ず季節感あるイラストを入れ、文章
はなるべく簡単にまとめること。実際講習会や名刺交換
などのアフターフォロー、お礼状、ご無沙汰している方
へのアプローチなど、多いときは1日20枚以上を作成す
るときもあります。仕事の合間にスピーディに描き、継
続するコツは長い間の積み重ねで身につき、今では描
いて出すことが日課のようになってしまいました。そう
して受け取った方からの「ありがとう」「嬉しい」などの
反響を多く頂く度、お客様と繋がっている感触を得ます。
　私にとってこの1対1のコミュニケーションツールは、
手放せないものとなりま
した。
　さて、今年はさらなる
自分発信の充実を図る
ためパソコン操作に少
し自信のない私でした
が、安斉・丹治両指導員のアドバイスを受け「フェイス
ブック」をスタート。6月にはホームページリニューアル
へのアドバイスもお願いし、おかげさまで友人・知人達
からの激励と講演会の問い合わせをいただけるように
なりました。まだまだ未熟ではありますがぜひフェイス
ブック・HPも見ていただきPOPセンター福島をご理解
いただけましたら幸いです。

■酵母作りからこだわって
　鏡石町で「陽だ
まり」のように心
も身体もほっと
できる店を目指
して開業し、4年
半がたちました。
添加物を使わな
いでパンが作れ
ないかと考えて
いた時に自家製
天然酵母と出会

い、季節の果物や野菜から酵母(パンを膨ら
ませるもの)をおこしてパンを作っています。
自然に存在する菌の力で添加物を使わずに
作る為、発酵が不安定でその日の気温・湿度
など気象条件に左右されますが、いつも最高
の状態を保てるよう妥協せず同じ状態の生
地づくりを心がけています。パンの劣化は早
く固くなりやすいのですが、体にやさしく、風
味や味わいが豊かに仕上がるのが最大の魅
力です。

■地域の魅力と商工会による支援
　季節の旬な美味しい野菜や果物を使った
パンや、今は鏡石町の「田んぼアート」で収穫
した米粉を使った商品の開発に力を入れて
います。米粉のもつ「お米の甘み」や「うま味」
を味わえるパンを目指しました。1からのス
タートであるパン屋開業は勉強不足の面も
ありますが、商工会より貴重なアドバイスや
情報を提供していただいています。これから
も支援いただきながら事業を更に展開させ
ていきたいと考えております。
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会津美里町商工会

会 津

内郷商工会

浜通り

CUT CLUB VISION

代表　木村　秀典氏
〒973-8403
いわき市内郷綴町金谷7-1
TEL 0246-27-9559
営業時間／8：30～19：00
定 休 日／毎週月曜日、毎月第1火曜日
http://iwaki-vision.com/

「地域一番のサロンを
　　　　　  目指して！」

工房爽　草春窯

田崎　宏氏
〒969-6116
大沼郡会津美里町字瀬戸町3175
TEL 0242-56-3732

「エンジニアから
　　　  陶芸の世界へ」

■エンジニアから陶芸の世界へ
　草春窯の田崎宏さん
は、家業に入る前はホン
ダのエンジニアという経
歴の持ち主です。窯業と
は畑違いのようですが、
その経験は削りの技術に

活かされ、工具も自らの手で用途に合ったも
のを制作しております。27才から10年間初代
の技法を学び、白磁製品を専門に制作を行っ
ています。当社の製品は、素地が本来持つ透光
性のある青白さを活かし、絵付けを一切行わ
ない製法で、当社最大の強みである「削り」の
技術により厚みに変化をつけることによって
生まれる陰影や透光、なまめかしいフォルムが
特徴です。もちろん食器としての使いやすさに
も徹底的にこだわり、指が触れる部分、唇が触
れる部分等、細部にわたり利用者の心地よさ
を求めた製品作りを行っています。
　この度、持続化補助金の採択を受け、福島県
内はもとより東京都荻窪・神楽坂や埼玉県秩
父市、滋賀県近江八幡市で個展を開催し、販路
開拓に積極的に取り組んでいます。

■販路開拓へのチャレンジ
　今まで、県内数カ所の専門店・雑貨店への卸
や、年数回の個展での即売が主な販路でした
が、当社のような小規模企業にとって、新規顧
客の開拓は大きな課題でした。
　そのようななか、商工会の経営指導員から
持続化補助金の案内を受け、チャレンジしてみ
ることにしました。
　補助金申請にあたっては、具体的な事業計
画の策定の仕方等についてアドバイスをいた
だき、無事に採択を受けることができました。
　今回の事業では、チラシやDM等の販促ツー
ルを充実させ、過去に開催したことのない地
域での個展を実施し、より広範囲の新規顧客開
拓を目指しております。
　ここ会津美里町本郷地区でも原子力災害に
よる風評被害の影響は大きく、商工会には様々
な分野できめ細か
い経営支援を頂い
ています。今後と
も産地振興のため
持続的な指導をご
期待いたします。

■震災からの復興
　オーナーである
木村秀典さんは、宇
都宮、横浜などでの
経験後、平成9年に
いわき市内郷にて
創業。現在は、技術
者2名とアシスタン
ト2名の計4名を雇用し営業しております。この
お店の特徴は、何と言ってもカット力、デザイン
力を前面に押し出した特色のある理容店であ
り、常に新しいことを取り入れ、流行にも敏感に
対応しており、その柔軟な姿勢が地元のお客様
を中心に受け入れられております。
　平成23年3月に発生した東日本大震災により
事業所が破損し、営業するのに困難な時期があ
りましたが、中小企業等復旧・復興支援事業の申
請書作成支援をきっかけに、スタッフと一丸と
なって復旧することができました。スタッフも若
くて元気な企業であり、オーナーの木村さんも事
業に対して意欲的な方なので、今後も様々な角
度から積極的に支援していきたいと思っており
ます。

■持続化補助金への挑戦
　商工会より小規模事業者持続化補助金の案内
をいただき、HP等のリニューアル費用や設備の
導入などに使えると思い、福島県商工会連合会
主催の経営計画作成セミナーに参加しました。
自分で経営計画書を作成できるか不安を抱えな
がらの参加となりましたが、経営指導員をはじ
めとした商工会職員の方々にサポートしていた
だきながら申請書が完成し、補助金も無事採択
をいただくことができました。この補助金を活用
して作業効率の上がる設備の導入が可能となっ
たので、今後の事業展開が楽しみになりました。
今後も、活用できる補助メニューがあれば積極
的に申請していきたいと思っております。
　将来に向けて明るく幸せなビジョンをお客様
と一緒に描けるよう頑張って参ります。
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あ
り
ま
す
。「
千
本
桜
」の
愛
称
で
親
し
ま

れ
現
在
で
は
、桜
の
名
所
と
し
て
、地
区
内
外

か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。当
会
に
お
い
て
も
、こ
の
機
会
を
と
ら

え
、四
月
の
第
三
土
曜
日
に
親
水
公
園
を
会

場
に「
笹
原
川
千
本
桜
ま
つ
り
」を
実
施
し

て
、地
域
振
興
の
一
つ
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、静
御
前
伝
説
に
ち
な

み
、当
時
の
道
中
再
現
を
行
っ
て
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
十
月
の
第
二
日
曜
日
の
夜
空
に
鮮
や

か
な『
富
岡
の
唐
傘
行
灯
花
火
』が
見
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
花
火
は
、富
岡
地
区
の
鎮
守
亀
賀
森

神
社（
旧
白
山
権
現
）例
祭
行
事
の
一
つ
で
、神

輿
の
神
社
還
御
を
合
図
に
打
ち
揚
げ
ら
れ
る

仕
掛
け
花
火
で
す
。こ
の
花
火
の
起
源
は
、明

治
初
期
か
ら
唐
傘
行
灯
花
火
が
始
め
ら
れ
、

当
時
は〝
雨
乞
い
〞と〝
豊
作
祈
願
〞と〝
家
内

安
全
〞の
た
め
に
行
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
り
ま
す
。

　
花
火
の
特
徴
と
し
て
は
、角
形
の
枠
行
灯

に
そ
の
上
に
閉
じ
ら
れ
た
唐
傘
が
と
り
つ
け

ら
れ
、網
火
に
よ
っ
て
枠
行
灯
部
に
火
が
移

る
と
、花
火
が
四
方
に
飛
び
散
り
、そ
の
後
導

火
で
上
部
の
傘
部
に
移
り
、閉
じ
ら
れ
た
傘

が
開
き
、光
り
が
雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
仕

掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。花
火
の
打
ち
揚
げ

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

　
　ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

三
穂
田
町
商
工
会静御前道中

は
神
輿
渡
御
が
神
社
に
還
御
し
た
午
後
八
時

頃
に
な
る
。花
火
打
ち
揚
げ
場
所
近
く
で
青

年
団
に
よ
っ
て「
打
ち
込
み
」の
囃
子
花
火
の

打
ち
揚
げ
中
続
け
ら
れ
る
。花
火
の
打
ち
揚

げ
時
間
は
約
三
十
分
程
で
あ
る
が
、暗
闇
の

中
に
光
る
光
尖
は
美
事
で
あ
り
、各
地
に
み

る
観
光
花
火
と
は
違
っ
た
趣
き
を
味
わ
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
地
域
だ
け
の
、趣
の
あ
る
花
火
を
一

度
、ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
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炭砿産業遺産「産業戦士の像」

ジャンボメニューのバイキング（昼食）

そば打ち体験（川前町）

浜風商店街（久之浜町）

野菜の収穫体験（川前町）

炭砿産業遺産「大畑吊り橋」

交
流
人
口
の
拡
大

風
評
被
害
の
払
拭

ジ
ャ
ン
ボ
メ
ニ
ュ
ー
で
街
お
こ
し

倉
町
商
工
会
と
の
協
力
を
得
て
、浜
風
商
店
街

や
道
の
駅
よ
つ
く
ら
港
を
巡
る
買
い
物
ツ

ア
ー
で
被
災
地
支
援
を
三
回
実
施
し
ま
し
た
。

　今
年
度
も
七
月
か
ら
毎
月
末
の
日
曜
日
に

計
三
回
、内
郷
地
区
・
久
之
浜
大
久
地
区
を

巡
る
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　震
災
後
ジ
ャ
ン
ボ
メ
ニ
ュ
ー
参
加
店
が
二

店
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
昨
年
十
二
月
に

は
一
店
加
盟
し
、現
在
九
店
舗
十
二
メ
ニ
ュ
ー

で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活
動

が
報
道
機
関
の
目
に
留
ま
り
再
び
取
材
を
数

多
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
で
は
、七
月
に
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
の

コ
ロ
ッ
ケ
さ
ん
が
来
町
さ
れ
取
材
さ
れ
た

N
H
K
・
B
S
プ
レ
ミ
ア
ム「
き
ら
り
！
え
ん

旅
」の
放
送
が
九
月
に
あ
り
ま
し
た
。

　当
商
工
会
の
活
動
が
、地
域
の
活
性
化
を

図
り
、風
評
被
害
の
払
拭
や
交
流
人
口
の
増

大
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
で
き
た
も
の
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
い
わ
き
市
の
観
光
交
流

人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
、尽
力
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　好
間
町
商
工
会
長
の

高
橋
孝
光
で
す
。

　好
間
町
は
い
わ
き
市

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し

て
お
り
、面
積
は
市
内
十

三
地
区
で
一
番
小
さ
く
、人
口
約
一
万
三
千

人
、世
帯
数
は
約
五
千
三
百
で
す
。以
前
、炭

砿
産
業
が
盛
ん
だ
っ
た
昭
和
二
十
八
年
当
時

に
は
二
万
二
千
六
百
四
十
四
人
を
数
え「
村
」

の
人
口
で
は
日
本
一
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。管
内
に
は
、昭
和
六
十
年
に
分
譲
開
始
し

た
い
わ
き
好
間
中
核
工
業
団
地
に
七
十
五
事

業
所
が
操
業
し
て
お
り
約
七
千
五
百
人
が
働

い
て
い
ま
す
。

　当
会
で
は
平
成
二
十
一
年
よ
り
「
好
間

ジ
ャ
ン
ボ
メ
ニ
ュ
ー
で
街
お

こ
し
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。当
初
は
六
店
舗
七
メ

ニ
ュ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
、「
い

わ
き
産
業
祭
」「
い
わ
き
フ
ラ

オ
ン
パ
ク
」等
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
画
や
福
島
民
報
社
・
福

島
民
友
新
聞
社
等
県
内
各

新
聞
社
や
ラ
ジ
オ
局
、テ
レ

ビ
で
は
N
H
K
福
島
を
始
め

県
内
各
民
報
テ
レ
ビ
局
や
日

本
テ
レ
ビ
・
T
B
S
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
・
テ
レ
ビ

朝
日
等
の
東
京
の
キ
ー
局
の
取
材
を
通
し
て

P
R
活
動
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、十
店
舗

十
三
メ
ニ
ュ
ー
ま
で
参
加
店
が
増
え
交
流
人

口
も
順
調
に
拡
大
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
市
外
か

ら
の
来
客
と
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
が
途
絶
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　そ
こ
で
当
商
工
会

で
は「
震
災
復
興
の

声
は
い
わ
き
か
ら
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
揚

げ
、「
い
わ
き
へ
行
こ

う
、
ジ
ャ
ン
ボ
メ

ニ
ュ
ー
を
食
べ
よ
う

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
事

業
」を
計
画
し
、首
都

圏
か
ら
募
っ
た
八
十
一
名
の
参
加
者
で
震
災

の
年
の
十
一
月
に
一
泊
二
日
で
二
回
実
施
し

ま
し
た
。参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、「
い
わ
き

市
は
放
射
線
量
も
低
く
、普
通
に
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
を
友
人
知
人
に
口
コ
ミ
で
伝
え
て

頂
き
た
い
」と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。後

日
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
日
本
画
グ
ル
ー
プ

「
東
風
会
」の
皆
様
か
ら
、被
災
し
た
子
供
た

ち
に
元
気
を
与
え
た
い
と
再
開
を
目
前
に
し

た「
い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
」の
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
へ
二
回
に
わ
た
り
絵
本
二
百
冊
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

　平
成
二
十
四
年
度
は
、第
二
弾
と
し
て
川

前
町
商
工
会
の
協
力
を
得
て
、好
間
ジ
ャ
ン

ボ
メ
ニ
ュ
ー
の
他
川

前
町
で
野
菜
の
収
穫

体
験
・
そ
ば
打
ち
体

験
を
行
い「
い
わ
き

の
里
鬼
ヶ
城
」に
宿

泊
す
る
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。

　平
成
二
十
五
年
度

は
第
三
弾
と
し
て
久

之
浜
町
商
工
会
と
四

好
間
町
商
工
会

ジ
ャ
ン
ボ
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て
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個人事業税の課税時期の変更

◆出品条件　福島県産の加工食品で放射性物質検査を受検し、また、製造物責任保険に加入している
 こと　等
◆募集期間　随時受け付けております
◆利用期間　原則３ヶ月間
◆そ の 他　詳細については最寄りの商工会までお問合せください

福島県アンテナショップ

本会では、首都圏における本県産加工食品の情報発信と原子力災害に伴う風評被害の払しょく等を目的として
今年４月にアンテナショップ『日本橋ふくしま館』をオープンし、同ショップ内商工会ブース『福島美味コーナー』
の展示販売商品を募集しております。

県では、例年8月に個人事業税の納税通知書をお送りしていますが、以下の市町村に住所がある
方への今年度の個人事業税の納税通知書は、所得税の申告期限延長措置終了に伴い、12月12日
にお送りする予定です。

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不動産所得又は山林
所得の合計額が300万円を超える方に必要とされていた記帳と帳簿書類の保存が、
平成26年1月からは、これらの所得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税及び
復興特別所得税の申告の必要がない方を含みます。）について必要となりました。

なお、税額が1万円以下の場合は、第1期分で
全額を納めていただくことになります。

●複数年分を今回申告された方は、申告年数分の納税
通知書をお送りします。

●事業用資産や住宅・家財に損害を受けられた方の減
免制度や課税免除制度、納税等のご相談は、最寄りの
地方振興局へお問い合わせください。

田村市、南相馬市、川俣町、広野町

楢葉町、富岡町、川内村、大熊町

双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村

第1期分 納期限　　平成27年1月5日

第2期分 納期限　　平成27年3月31日

1 対象市町村

2 納　期　限
問い合わせ先
相双地方振興局 課税第一チーム ☎0244－26－1126
県北地方振興局 事業税チーム ☎024－523－4698
県中地方振興局 事業税チーム ☎024－935－1251
県南地方振興局 課税第一チーム ☎0248－23－1517
会津地方振興局 事業税チーム ☎0242－29－5251
南会津地方振興局 課税チーム ☎0241－62－5213
いわき地方振興局 事業税チーム ☎0246－24－6032
税務課  ☎024－521－7068

平成26年1月から、記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されました

　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）に
掲載されていますので、ご覧ください。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。


